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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では個人消費が底堅く推移するなど堅調な景況感が続き、

欧州諸国では英国のＥＵ離脱による影響は少なく景気は回復傾向で推移しており、中国、アジア新興国や資源国で

は景気減速の動きに一服感が見られました。一方、わが国では、所得・雇用環境は引き続き堅調に推移しており、

為替相場も期後半に入り円安傾向に転じるなど、景気は緩やかな回復基調となりました。

 当社グループにおいては、機能製品分野では、原材料価格の低下などによる収益の改善がある一方、東南アジア

地域での市況低迷の長期化などによる影響を受けたほか、電子・光学製品分野や建設・建材関連分野では、需要縮

小や期前半の円高進行の影響などもあり、各分野ともに減販となりました。

 このような状況のもと、当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は343億9千8百万円と前年

同期比33億5百万円（8.8％減）の減収の一方、営業利益は15億8千3百万円と前年同期比2億1千万円（15.3％増）の

増益、経常利益は17億3千7百万円と前年同期比2億3千7百万円（15.9％増）の増益となったものの、事業損失引当

金の繰入額を特別損失に計上したことなどにより、親会社株主に帰属する四半期純利益は1億3百万円と前年同期比

7億4百万円（87.1％減）の減益となりました。 

 

 セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

 

（機能製品） 

 当該事業の主な取扱製品は、ファインケミカル製品、メラミン樹脂、接着製品、マーキングフィルム、ステッカ

ー、包装用フィルムなどであります。

 このうち、ファインケミカル製品は電子材料向けや農薬関連向けが順調に推移し、前年同期比増収となりまし

た。メラミン樹脂製品は海外向けは前年同期並みでしたが、国内向けが低調に推移し、前年同期比減収となりまし

た。接着製品は光学関連分野向けの販売が回復し、前年同期比増収となりました。マーキングフィルムは海外向け

が低迷し、前年同期比減収となりました。ステッカーは東南アジア地域での販売が振るわず、前年同期比減収とな

りました。包装用フィルムは中国での販売が低迷し、前年同期比減収となりました。

 以上により、当セグメントの売上高は166億3千1百万円と前年同期比7億2千6百万円（4.2％減）の減収となりま

したが、原材料価格の低下などにより、セグメント利益は21億1千1百万円と前年同期比4億4千7百万円（26.9％

増）の増益となりました。

 

（電子・光学製品） 

 当該事業の主な取扱製品は、再帰反射シート、セラミック基板、厚膜印刷製品、プリント配線板などでありま

す。

 このうち、再帰反射シートは欧州向けが低調に推移したことに加え、期前半の円高進行の影響もあり、前年同期

比減収となりました。セラミック基板はスマートフォン向けやデジタル家電向けの需要は回復したものの、為替の

影響を受け、前年同期比減収となりました。プリント配線板はアミューズ関連をはじめ総じて振るわず、前年同期

比減収となりました。

 以上により、当セグメントの売上高は78億1千5百万円と前年同期比18億2百万円（18.7％減）の減収、セグメン

ト損失は2億8千3百万円（前年同期は3億4千万円の損失）となりました。

 

- 2 -

日本カーバイド工業㈱(4064)平成29年３月期第3四半期決算短信



（建材関連）

 当該事業の主な取扱製品は、住宅用アルミ建材などであります。

 住宅用アルミ建材は主力の手摺、笠木等の販売が低調となり、前年同期比減収となりました。

 以上により、当セグメントの売上高は76億7千7百万円と前年同期比1億5千1百万円（1.9％減）の減収となったも

のの、アルミ地金等の原材料価格の低下などにより、セグメント利益は4億3千万円と前年同期比2億1千3百万円

（98.2％増）の増益となりました。

 

（エンジニアリング）

 当該事業の主な事業内容は、産業プラントの設計・施工などであります。

 産業プラントの設計・施工は国内向け大型工事案件の完工が増加しました。

 以上により、当セグメントの売上高は50億4千万円と前年同期比1億2千8百万円（2.6％増）の増収、セグメント

利益は9千1百万円と前年同期比6千9百万円（313.6％増）の増益となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前期末比9億1千9百万円増加し、603億9百万円となりました。

 このうち、流動資産は、現金及び預金や棚卸資産の増加などにより、前期末比8億5千万円増加し、301億2千5百

万円となりました。固定資産は、新研究開発センター建設による増加はあったものの、既存設備の償却による減少

などにより、前期末比6千9百万円の増加にとどまり、301億8千4百万円となりました。

 当第３四半期連結会計期間末における負債は、前期末比29億5千7百万円増加し、418億9千7百万円となりまし

た。

 このうち、流動負債は、事業損失引当金を計上したことなどにより、前期末比19億円増加し、262億7千4百万円

となりました。固定負債は、長期借入金の増加により、前期末比10億5千6百万円増加し、156億2千2百万円となり

ました。

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は、為替換算調整勘定の減少などにより、前期末比20億3千7百万円減少

し、184億1千2百万円となりました。

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の32.8％から3.9ポイント悪化し、28.9％となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当社グループの今後の見通しにつきましては、原材料価格の低下や為替水準が円安傾向で推移することが見込ま

れることから、平成28年8月30日に公表いたしました通期連結業績予想を以下のとおり修正いたします。

 

 平成29年3月期 通期連結業績予想数値（自 平成28年4月1日 至 平成29年3月31日） 

（単位：百万円）

  売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する

当期純利益

1株当たり
当期純利益

前回発表予想(Ａ)
(平成28年８月30日発表)

50,000 2,500 2,000 △100 △1円22銭

今回修正予想(Ｂ) 48,000 2,400 2,500 200 2円44銭 

増減額(Ｂ－Ａ) △2,000 △100 500 300 －

増減率(％) △4.0 △4.0 25.0 － －

前期実績
(平成28年3月期)

50,182 2,101 2,255 1,004 12円27銭

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

一部の連結子会社については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（企業会

計基準委員会 平成28年６月17日 実務対応報告第32号）を第１四半期連結会計期間より適用し、平成28年４月

１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 5,739 6,222 

受取手形及び売掛金 14,437 14,664 

商品及び製品 4,742 4,426 

仕掛品 1,607 1,842 

原材料及び貯蔵品 1,754 2,112 

その他 1,132 983 

貸倒引当金 △138 △127 

流動資産合計 29,275 30,125 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,002 7,580 

機械装置及び運搬具（純額） 6,133 5,259 

土地 12,291 12,197 

その他（純額） 2,572 2,021 

有形固定資産合計 27,000 27,057 

無形固定資産 572 584 

投資その他の資産    

その他 2,680 2,643 

貸倒引当金 △138 △101 

投資その他の資産合計 2,542 2,542 

固定資産合計 30,114 30,184 

資産合計 59,389 60,309 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,423 8,101 

短期借入金 12,150 13,024 

未払法人税等 296 256 

賞与引当金 508 550 

役員賞与引当金 30 20 

事業損失引当金 － 1,076 

その他 2,964 3,245 

流動負債合計 24,374 26,274 

固定負債    

長期借入金 7,339 8,532 

退職給付に係る負債 3,358 3,328 

役員退職慰労引当金 85 56 

再評価に係る繰延税金負債 2,831 2,831 

その他 951 873 

固定負債合計 14,566 15,622 

負債合計 38,940 41,897 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,034 7,034 

資本剰余金 2,404 2,404 

利益剰余金 2,702 2,642 

自己株式 △10 △10 

株主資本合計 12,129 12,069 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △31 200 

繰延ヘッジ損益 △3 △2 

土地再評価差額金 6,300 6,300 

為替換算調整勘定 1,445 △801 

退職給付に係る調整累計額 △389 △359 

その他の包括利益累計額合計 7,321 5,335 

非支配株主持分 998 1,006 

純資産合計 20,449 18,412 

負債純資産合計 59,389 60,309 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 37,703 34,398 

売上原価 27,929 24,720 

売上総利益 9,774 9,677 

販売費及び一般管理費 8,400 8,094 

営業利益 1,373 1,583 

営業外収益    

受取利息 60 73 

受取配当金 113 110 

その他 276 245 

営業外収益合計 451 429 

営業外費用    

支払利息 150 124 

その他 174 150 

営業外費用合計 324 275 

経常利益 1,499 1,737 

特別利益    

事業譲渡益 － 60 

特別利益合計 － 60 

特別損失    

事業損失引当金繰入額 － 1,076 

特別退職金 45 － 

特別損失合計 45 1,076 

税金等調整前四半期純利益 1,453 721 

法人税、住民税及び事業税 426 447 

法人税等調整額 122 53 

法人税等合計 548 500 

四半期純利益 905 220 

非支配株主に帰属する四半期純利益 97 116 

親会社株主に帰属する四半期純利益 807 103 
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 905 220 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 36 230 

繰延ヘッジ損益 △4 0 

為替換算調整勘定 △815 △2,339 

退職給付に係る調整額 4 31 

その他の包括利益合計 △778 △2,077 

四半期包括利益 127 △1,857 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 102 △1,882 

非支配株主に係る四半期包括利益 24 24 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額   機能製品 

電子・光学 
製品 

建材関連 
エンジニア 
リング 

合計 

売上高              

外部顧客への売上高 16,874 9,587 7,809 3,815 38,086 △383 37,703 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
482 30 19 1,097 1,627 △1,627 － 

計 17,357 9,617 7,828 4,912 39,714 △2,010 37,703 

セグメント利益又は 

損失（△） 
1,664 △340 217 22 1,563 △63 1,499 

（注）１ 外部顧客への売上高の調整額には、請負工事に係る収益計上のうち工事進行基準に基づく売上高が含まれて

おります。

２ セグメント利益の調整額には、棚卸資産に係る未実現損益及び各セグメントに配分していない一般管理費が

含まれております。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日）

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額   機能製品 

電子・光学 
製品 

建材関連 
エンジニア 
リング 

合計 

売上高              

外部顧客への売上高 16,374 7,823 7,661 2,655 34,515 △117 34,398 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
257 △8 16 2,385 2,648 △2,648 － 

計 16,631 7,815 7,677 5,040 37,163 △2,765 34,398 

セグメント利益又は 

損失（△） 
2,111 △283 430 91 2,349 △612 1,737 

（注）１ 外部顧客への売上高の調整額には、請負工事に係る収益計上のうち工事進行基準に基づく売上高が含まれて

おります。

２ セグメント利益の調整額には、棚卸資産に係る未実現損益及び各セグメントに配分していない一般管理費が

含まれております。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。
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